
担当 電話

（出資割合 ）

① ② ③

④ ⑤ ⑥

〒 電話

（詳細については事業評価シート参照）

[No.]　[主要事業名]　（該当ページ）　

[設立・出資目的と当該事業との具体的な関連性]

① ②

③ ④

⑤ ⑥

÷ 総支出

(3)主要事業の有効性 （出資・設立目的に対して事業効果は、十分出ているか）

(4)主要事業の質・量 （出資・設立目的の達成のために、必要十分な事業が実施されているか）

札幌市民交流プラザの管理・運営事業（10.ページ）

団体所在地

２　実施事業

沿
革

(財)札幌芸術の森設立

(財)札幌市教育文化財団と統合し、

(財)札幌市芸術文化財団へ名称変更

(財)札幌彫刻美術館と統合

公益財団法人へ移行

【芸術の森】文化芸術都市さっぽろのシンボルとして
施設の管理運営を行うとともに、多数の展覧会や観賞
会、サッポロ・シティ・ジャズ等の事業を主催し、
「制作・研修機能」、「情報・交流機能」、「鑑賞・
発表機能」を持つ新しい文化芸術の場を創出する。
【彫刻美術館】施設の管理運営を行うとともに、多く
の展覧会を開催し、彫刻を中心とした美術の振興を図
る。

　音楽、舞踊、演劇、美術等の舞台芸術の制作及び発
表の場として、施設の管理運営及び多彩な事業を展開
し、本市の舞台芸術の振興を図る。

主な出資者
札幌市 (50.0%) 札幌市芸術文化財団 (43.0%) 北海道新聞社 (0.6%)

　舞台芸術、音楽、美術等の企画、制作及び実施等を
通じて、文化芸術活動及び生涯学習の振興と人々の来
訪及び交流の促進を図ることにより、市民の創造性を
育むとともに、市民生活の質の向上と地域のにぎわい
の創出に寄与する。

札幌市南区芸術の森２丁目75番地005-0864 011-521-5114

札幌市教育文化会館の管理・運営事業（8ページ）

札幌コンサートホールの管理・運営事業（7ペー
ジ）

札幌市民ギャラリーの管理・運営事業（9ページ）

　国内有数の音響を誇る音楽専用ホールとして、施
設の管理運営を行うとともに、著名演奏家の招聘や
親しみある演奏会の開催など、数多くのコンサート
を主催し、音楽文化環境の創造や音楽文化の普及振
興を図る。

　各種展覧会の拠点会場として、市民の使用に供す
るために施設の管理運営を行い、本市の文化芸術の
振興を図る。

(1)

 札幌芸術の森及び本郷新記念札幌彫刻美術館の
管理・運営事業（6ページ）

令和４年度　出資団体評価シート
１　基本情報

団体名 (公財)札幌市芸術文化財団

設立年月日

設立・出資目的

基本財産

(0.6%) 朝日新聞社北海道支社 (0.6%)

所管課

記入者

昭和61年(1986年）４月１日

本市出資額

出資年月日

昭和61年

平成11年

平成19年

平成25年

読売新聞社北海道支社

40,606千円 50.0%

市）文化振興課

81,212千円

昭和61年(1986年）４月１日

　札幌から新しい芸術文化の創造を目
指し、芸術文化に関し、広く一般に、
参加と鑑賞の機会を提供するととも
に、優れた創作活動の奨励を図り、
もって市民の豊かな情操の涵養と我が
国の芸術文化の向上発展に寄与するこ
とを目的とする。

011-211-2261河野

代表者  理事長（非常勤）　秋元 克広（市長）

毎日新聞社北海道支社 (0.6%)

□■

当団体は、文化芸術施設の管理運営と多彩な主催事業の実施により、市民が優れた文化芸術に親しむ
機会や環境を数多く提供しており、設立目的に対する事業効果は高い。今後も、団体の持つ専門性を
活かして他団体や施設と連携を図ることで、一層の事業効果を生み出していくことが求められる。

(2)総支出に占める事業支出割合 94.7%

評価

理由

幅広い分野において多彩な文化芸術事業を展開するとともに円滑な施設運営が行われている。これら
は、文化芸術に対する市民の関心や理解を深めることに寄与するものであり、当団体の設立目的に合
致した事業展開がなされていると評価できる。

実施されていない

評価

(主要事業支出合計 3,348,231千円 3,534,087千円)

十分出ている □高める余地あり

理由

■

出ていない

実施されている □一部見直す必要がある □

(公財)札幌市芸術文化財団



役員 10歳代 19 年
常勤理事 20歳代 16 年
常勤監事 30歳代 0
非常勤理事
非常勤監事 理事長

職員 副理事長
常勤管理職
常勤一般職
非常勤職員

総数

13

225

50歳代
60歳代

プロパー職員の年齢構成
理事40歳代

1 0

2 0 0 監事

9
2

27

3 5

2
4

37.6平均年齢

2

令和4年4月1日現在(単位：人)

代表権のある役員の
就任年月

役員の任期
0

本市OB

３　団体職員・構成員等

R03.4.1時点
235
218

R3.6
R2.6

93 82

0

12 職員総数の推移(人)

歳

23
470 0 0 0

本市派遣プロパーその他

R02.4.1時点

(公財)札幌市芸術文化財団



※数字は団体決算ベース（金額単位：千円）

経常収益(a)

経常費用(b)

うち管理費等(c)

うち人件費(d)

当期経常増減額(e)

当期正味財産増減額(f)

資産(g)

流動資産(h)

固定資産(i)

うち基本財産(j)

負債(k)

流動負債(l)

固定負債(m)

正味財産(n)

借入金残高(o)

R3年度決算の概要　

区分

a

b

ｎ

※詳細は、別添の貸借対照表、正味財産増減計算書を参照。

※数字は札幌市決算ベース（金額単位：千円）

 市委託料

市業務委託料

うち随意契約

市指定管理費

うち非公募

（参考）再委託額

うち市業務委託分

再委託率

 損失補償等限度額

 損失補償契約等に係る債務残高

 （参考）市施設利用料金収入

うち非公募

0

223,558

経常収益(a)は、前年比で550,064千円余の増加となっている。これは、新型コロナウイルス感染拡大に
伴う札幌市からの休館・キャンセル返金補填費用について、今年度より指定管理費の見直しとして受け
たことによる受取指定管理費の増加が要因である。(前年度は経常外収益)
また、利用料金についても前年比で233,562千円余の増加となっている。

経常費用(b)は、燃料高騰に伴う光熱水費の増加や、令和2年度より行っておりましたコンサートホール
の大規模改修が明けたことによる施設維持に係る委託費が増加したこと等により、前年比で218,327千
円の増加となっている。

正味財産(n)は、前年比で307,889千円余の増加となっている。当該増加額(剰余金)のうち271,400千円
を特定費用準備資金として積立資金(固定資産)に充当したため、資産が増加したことが主な要因であ
る。

当期収入の増減、収支の状況、資産・負債の大幅な変動の要因等

区　分

区　分

0

 市貸付金残高

 市補助金・交付金・負担金

R3年度決算

51,393

3,007,369

693

693

3,006,676

2,920,917

1,144,523

231,001

0

0

0

0

1,173,089

81,212

706,131 760,533

598,718

161,815

1,852,596

1,157,185

1,455,944

81,212

547,092

159,039

1,544,707

R2年度決算

3,304,325

3,315,760

13,886

1,069,065

▲ 11,435 320,302

307,889

2,613,129

R3年度決算

3,854,389

3,534,087

13,554

1,064,185

108,395

2,250,838

(＋223,937)

(0)

(＋233,562)

(0)

(0)

0

0

(＋2.0%)

(0)

447,495

0

464,563

 市貸付金

(38.1%)

(＋130,878)

(0)0

(＋195,758)

(＋187,738)

(＋633)

(＋633)60

2,810,918

2,733,179

1,013,645

0

(36.1%)

60

(＋1,384)

(＋196,391)

50,009

2,810,978

５　本市の財政的関与

（前年比）R2年度決算

(＋331,737)

(＋307,889)

(0)

(＋51,626)

(＋2,776)

(0)

(＋54,402)

0

1,077,749

４　財政状況

（経常収益比）

(0.4%) (▲ 332)

(27.6%) (▲ 4,880)

(＋550,064)

(＋218,327)

（前年比）

財
務
状
況

正
味
財
産
増
減
計
算
書

正
味
財
産
増
減
計
算
書

経
常
増
減

(100.0%)

(＋79,436)

(＋282,855)

(＋199,494)

貸
借
対
照
表

(＋362,291)

(公財)札幌市芸術文化財団



６　財務指標に基づく評価

剰余金(n-j)

自己資本比率(n÷g)

流動比率(h÷l)

固定比率(i÷n)

借入金依存度(o÷g)

職員一人当り経常収益

職員一人当り管理費

市依存度（収入）

市財政的関与割合(収入）

(注１)市収入＝市補助金・交付金・負担金＋市業務委託料（随意契約分）＋市指定管理費（非公募分）＋市施設利用料金収入（非公募分）

(注２)市収入＝市補助金・交付金・負担金＋市業務委託料＋市指定管理費＋市施設利用料金収入

７　「札幌市出資団体の在り方に関する基本方針」に基づく具体的な行動計画の評価

　※1詳細については具体的な行動計画（別冊子）を参照

　※2指標の実績値は各年度末時点のもの

(1)出資・出捐

No.

目標

実績

評価
目標
実績
評価

0.0% (0.0%) 借入金残高÷資産

正味財産-基本財産

68.6% 70.9% (＋2.3%) 正味財産÷資産

32.4%

前年比較減

□ 概ね健全 やや低い 低い

前年比較減

前年比較減

（金額単位：千円）

前年比較減

管理費等÷経常収益

経常収益÷職員総数

備　考

固定資産÷正味財産

前年比較増

≧50％

≧150%

≦100％

項　目

前年比較減

前年比較増

R3年度 (前年比)

⑵生産性

14,061千円 17,681千円 (＋3,620千円)

59千円 62千円 (＋3千円)

27.6% (▲4.7%) 前年比較減

評価基準

0.0%

人件費率(経常収益比)(d÷a)

R2年度

理
由

健全性については、自己資本比率、流動比率、固定比率及び借入金依存度はいずれも良好な値を維持してお
り、健全性は高い。
生産性においては、前年に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、前年に比べ利用料金
収入等が回復しており、職員一人当たり経常収益は前年より増加した。人件費率（経常収益比）は前年より
減となっており、職員一人当たり管理費及び管理費率(経常収益比)は前年と同等の数字となっている。
また、自立性については、市文化芸術施設の管理運営等を主要事業としており、依存度、財政的関与割合と
本市への財政的依存度が高い。このことから、本市以外の助成金や協賛金の獲得など、自立性の向上を図る
必要がある。

⑶自立性
市収入(注1)÷経常収益

管理費等÷職員総数

人件費÷経常収益

健全性の評価 高い

管理費率(経常収益比)(c÷a) 0.4% 0.4% (▲0.1%)

93.6%

□ 非常に高い ■

91.4% (▲2.2%)

91.0% 88.7% (▲2.3%)

市収入(注2)÷経常収益

□□

197.0% 193.3% (▲3.7%) 流動資産÷流動負債

75.9% 78.6% (＋2.6%)

⑴健全性

1,463,495 1,771,384 (＋307,889)

ここでは、具体的な行動計画(※1)で示した取組目標について、年度ごとの指標(※2)の達成状況とその評価を行う。

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考
　指標名
○出資比率の見直し検討

① 市出資金

40,606千円
（出資比率

50％）

40,606千円
（出資比率

50％）

40,606千円
（出資比率

50％）

40,606千円
(出資比率
50％)

40,606千円
（出資比率

50％）
- -

達成 達成 達成

② 市出資比率の見直し検討
検討 検討 検討

現状維持 現状維持 - -
達成

未達成理由と今後の対応（直近年度の目標が未達成の場合のみ記載する）

-

(公財)札幌市芸術文化財団



(2)人的関与

No.

目標
実績
評価
目標
実績
評価
目標
実績
評価

(3)団体の活用

No.

目標
実績
評価

(4)更なる経営の安定化

No.

目標
実績
評価

(5)団体統制

No.

目標
実績
評価
目標
実績
評価

② 市職員の理事就任数
2 2 2

2 2 - -
達成

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考
　指標名

勤怠システムの導入
調整

○内部管理体制の強化

③ 市職員の評議員就任数 1 1 - -
達成

Ｒ５年度 備考
　指標名
○事業編成の見直しによる収支均衡の保持

① 当期経常収支

1 1 1

94.8%

未達成理由と今後の対応（直近年度の目標が未達成の場合のみ記載する）

-

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考

①

　指標名

95.2%
90%90%90%

○「札幌市文化芸術基本計画」の実現に向けた文化芸術施設の有効活用  

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考
　指標名

① 市派遣職員数
6 5 5

7 6 - -
達成

0千円
-

0千円
-▲11,435千円

0千円
320,301千円

○理事・評議員の就任、市派遣職員の継続

達成
--文化芸術施設（６施設）の満足度

未達成理由と今後の対応（直近年度の目標が未達成の場合のみ記載する）

-

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度

達成

達成
① 100% - -

未達成理由と今後の対応（直近年度の目標が未達成の場合のみ記載する）

-

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

②
コンプライアンス関連研
修の受講率

100% 100%
100% 100% - -

達成

100%

導入 導入済
試験導入

未達成理由と今後の対応（直近年度の目標が未達成の場合のみ記載する）

-

(公財)札幌市芸術文化財団



(6)札幌市の施策との連動

No.

目標
実績
評価
目標
実績
評価

ホームページ公開情報
ホームページアドレス

Eメールアドレス

【経営状況等】
■ 定款 ■ 役員名簿 □ 団体機構図 ■ 事業計画書 ■ 予算書
■ 事業報告書 ■ 決算書 □ 中長期的な経営計画

【事業情報等】
□ 実施事業（イベント）情報 ■ 管理施設情報
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

ホームページ以外の情報媒体

※特記ない限り、本評価シートの情報は令和４年7月1日現在のものです。

4（法定4） 4 - -
達成

4（法定4） 4（法定4） 4（法定4）
未達成

②
障がいのある方の雇用人
数

広報誌
１.芸術の森
   施設総合案内パンフレット
　 ニュースリリース「今週の芸森。」
   子供向け夏・冬休みイベント情報誌「もりくる」
２.コンサートホール
　 KitaraNEWS、年間主催公演スケジュール
３.教育文化会館
　 情報誌「楽」、告知ペーパー「act」
４.市民ギャラリー
　 札幌市民ギャラリー 展覧会のご案内
５.市民交流プラザ
　 WAVE TIMES、PLAS（イベントスケジュール）
   「創成おさんぽMAP」「ホテルインフォメーション」（会員特典情報掲載）

広報誌・冊子の発行：

secretariat@sapporo-caf.org
https://www.sapporo-caf.org/

８　情報公開等の状況

-①
障害者就労支援施設から
の物品調達や業務委託件
数

未達成理由と今後の対応（直近年度の目標が未達成の場合のみ記載する）
コロナ禍のため主催事業の中止が相次ぎ、公演チラシ封入の委託件数が減少したため。
今後はチラシ封入業務以外の委託可能な業務を検討し、障害者就労施設への委託件数の増加を目指す。

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考
　指標名
○障がいのある方の自立支援

18件 20件 22件
11件 11件 -

(公財)札幌市芸術文化財団



１．事業概要

② 主催事業
(1) 音楽・舞台芸術事業 (2) 芸術の森美術館事業
(3) 工芸・工房事業 (4) 利用促進他

(1) 展覧会事業 (2) 本郷新記念札幌彫刻賞
(3) 貸館事業 (4) 普及事業
(5) 協力事業 (6) 利用促進

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

事業評価 （ 1 ） 札幌芸術の森管理・運営事業

事業所管課： 市民文化局文化部文化振興課 担当： 河野 電話： 211-2261

（前年比）
(▲ 62,979)

(▲ 7,454)
(0)

(▲ 9,456)
(▲ 11,751)
(＋12,280)
(▲ 46,598)

➋ 優れた芸術を鑑賞する機会を提供するとともに、裾野を拡大する事業

➊ 芸術文化を核として、一般の方々の交流・参加する機会を提供する事業

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目

▲ 60,162
93.01%

20.8

⑵活動指標

自主事業収入（補助金除く）

R2年度
864,028

26.1

0
18,822

R3年度
801,049

11,368
0

R3年度実績
30事業
58事業

690,298

⑵
収
支
状
況

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響による講習会受講料や大規模イベントの中止による減収を受
け、赤字決算となっている。施設利用率は回復傾向にあるものの、施設利用率の一層の向上や主催事業
における収支改善に向けた取り組みを進め、安定的な施設運営に努める必要がある。

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

➏

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □ 要改善

十分出ている 高める余地あり 出ていない■ □ □

　芸術の森及び彫刻美術館ともに、総入場者数が前年度実績を下回った。原因として、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、芸術の森では最大の集客を見込んでいたドラえもん展の会期短縮のほか、野
外ステージ等でのイベント中止、彫刻美術館においても展覧会の会期の短縮を行ったことによる影響が
大きいと考えられ、営業努力の及ばない外部要因が両施設の総入園者数の減少に繋がったと判断され
る。主催事業について、芸術の森では認知度の高いドラえもんをテーマにした展覧会の開催、音楽・舞
台芸術部門ではジャズ音楽を通した若い世代の交流・発表の場を提供し、彫刻美術館では収蔵作品を活
用した多彩な事業の実施により、両施設とも幅広い年齢層に文化芸術に触れる機会を提供しており、高
く評価できる。今後も、市民が文化芸術に親しむ機会を提供することに期待する。

事業目的に対して事業の効果は

699,754
41,585
34,135
69,732
860,329
801,731
58,598
3,699

100.43%
R2年度実績

38事業
82事業
16事業
22事業
39事業

R2年度実績
434,520

94
17,954
98

34事業
63事業
14事業

37事業
R4年度目標

61事業
19事業
29事業
33事業

14事業
21事業
27事業

29,834
46,415

R3年度目標

23,134
861,211
832,109
29,102

(＋882)
(＋30,378)
(▲ 29,496)
(▲ 63,861)
(▲ 7.42%)

➎ 利用促進のためのサービス向上、営業、広報活動事業

R4年度目標
500,000

95
15,000
95

⑶成果指標 R3年度実績
271,719

93
11,846

99

34事業

R3年度目標
500,000

14,000
95

➎

➊
➋
➌ 彫刻美術館　入館者数（人）
➍

➏

彫刻美術館　利用者アンケート結果（％）（施設、職員対応等が「普通」以上の割合）

芸術の森　総入園者数（人）

➌ トレーニングや発表の場等の提供による人材育成事業

➍

芸術の森　利用者アンケート結果（％）（施設、職員対応等が「普通」以上の割合）

地元芸術家等の紹介及び活動を支援する振興事業

【札幌芸術の森】
① 施設の管理運営

【本郷新記念札幌彫刻美術館】
① 施設の管理運営
② 主催事業

【札幌芸術の森】　昭和61年(1986年)７月27日
【本郷新記念札幌彫刻美術館】　昭和56年(1981年)６月29日

24事業

95

⑴事業内容

⑵事業目的

【札幌芸術の森】
芸術文化都市さっぽろのシンボルとして、個性ある新しい札幌文化を育てることを目指し、
「制作・研修機能」、「情報・交流機能」、「鑑賞・発表機能」を持つ新しい芸術文化の場を
創出し、札幌が誇りとする豊かな大自然と、都市、芸術、文化が調和した環境の形成を目的と
する。
【本郷新記念札幌彫刻美術館】
本市ゆかりの彫刻家である本郷新の業績を顕彰するとともに、本市における彫刻を中心とした
美術の振興を図ることで、本市の文化芸術の振興に寄与することを目的とする。

⑶事業開始

690,298市指定管理費(非公募)

市補助金
市負担金

11,125
243

(公財)札幌市芸術文化財団



１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

事業評価 （ 2 ） 札幌コンサートホールの管理・運営事業

事業所管課： 市民文化局文化部文化振興課 担当： 河野 電話： 211-2261

(2) 音楽普及事業
(3) 教育・人材育成事業

⑴事業内容

① 施設の管理運営 市指定管理費(非公募) 688,817
② 主催事業 市補助金 22,311
(1) 音楽鑑賞事業 市委託料(随意契約) 693

(6) PR活動の充実
(7) チケット等販売事業

(4) 全国ホール等とのネットワーク事業
(5) その他事業（名義共催公演）

(8) Kitaraボランティアとの連携

⑵事業目的
音楽の鑑賞その他音楽に関する活動の場を提供すること及び音楽に関する事業を行うことによ
り、音楽芸術の振興及び音楽を通じた人材育成・国際交流の推進を図ることを目的とする。

⑶事業開始 平成９年(1997年)７月１日

653,397 688,817 (＋35,420)
33,450 117,458 (＋84,008)

23,324 22,311 (▲ 1,013)
60 693 (＋633)

22.2 23.3

(＋150,642)
588,208 745,398 (＋157,190)

自主事業収入（補助金除く） 963 5,890 (＋4,927)
21,240 64,027 (＋42,787)

110.07% 110.19% (＋0.12%)
⑵活動指標 R2年度実績 R3年度目標 R3年度実績 R4年度目標

77,213 70,665 (▲ 6,548)
67,013 83,133 (＋16,120)

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 R2年度 R3年度 （前年比）
732,434 899,196 (＋166,762)

665,421 816,063

➋ 優れた芸術を鑑賞する機会を提供するとともに、裾野を拡大する事業 28事業 50事業 46事業 77事業
➊ 芸術文化を核として、一般の方々の交流・参加する機会を提供する事業 3事業 9事業 7事業 14事業

➍ 地元芸術家等の紹介及び活動を支援する振興事業 7事業 19事業 17事業 24事業
➌ トレーニングや発表の場等の提供による人材育成事業 2事業 9事業 7事業 13事業

➏
➎ 利用促進のためのサービス向上、営業、広報活動事業 8事業 24事業 22事業 29事業

87
➋ 総利用人数　（人） 28,861 296,000 135,470 380,000

⑶成果指標 R2年度実績 R3年度目標 R3年度実績 R4年度目標
➊ 利用率（大ホール）　（％） 45 85 79

➍
➌  利用者アンケート結果（％）（施設、職員対応等が「普通」以上の割合） 97 96 95 96

➏
➎

要改善

前年度に引き続き、純利益は黒字となっているが、新型コロナウイルスの影響により一部の主催公演の
中止・縮小や公演数減少に伴う委託業務の縮小によるところが大きいため、従前のような事業展開を行
える状況下においても、効率的な経営により良好な収支が維持できるよう努められたい。

□ 出ていない

　総利用人数の計画比減については、新型コロナウイルス感染症や改修工事による休館の影響によると
ころが大きいものの、長期的にも入場者数の減少傾向がみられることから、今後は、クラシック音楽等
に触れる機会が少ない市民にも親しみやすい事業等を実施することにより、若年層や新規鑑賞者の獲得
に努めていただきたい。
　各主催事業では、多彩な演奏会を展開したほか、子ども向けのアプローチや地元音楽家への活動支援
など、音楽文化の普及・人材育成にも引き続き取り組むなど、札幌市の施策に沿った事業が展開されて
いる。また、新型コロナウイルス感染症の影響により一部の公演が中止となったものの、感染対策を徹
底しながら、可能な限り公演を実施できるよう努めたことは高く評価できる。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は □ 十分出ている ■ 高める余地あり

(公財)札幌市芸術文化財団



１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

事業評価 （ 3 ） 札幌市教育文化会館の管理・運営事業

事業所管課： 市民文化局文化部文化振興課 担当： 河野 電話： 211-2261

(2) 芸術文化の普及振興、育成・支援を行う事業
(3) 札幌市民芸術祭

⑴事業内容

① 施設の管理運営 市指定管理費(非公募) 352,260
② 主催事業 市補助金 2,000
(1) 芸術文化を創造し、発信する事業

(4) 広報活動

⑵事業目的
文化芸術及び教育活動の中心的な施設として、音楽、舞踊、演劇、美術等の制作及び発表の場に
供し、それらの事業を行うことで、本市の舞台芸術の振興を図ることを目的とする。

⑶事業開始 昭和52年(1977年)７月15日

291,461 352,260 (＋60,799)
56,613 99,860 (＋43,247)

1,178 2,000 (＋822)
0 0 (0)

10.9 12.0

(＋7,128)
388,461 384,026 (▲ 4,435)

自主事業収入（補助金除く） 3,032 3,566 (＋534)
7,095 4,481 (▲ 2,614)

88.04% 111.28% (＋23.24%)
⑵活動指標 R2年度実績 R3年度目標 R3年度実績 R4年度目標

19,720 31,283 (＋11,563)
▲ 48,802 46,858 (＋95,660)

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 R2年度 R3年度 （前年比）
359,379 462,167 (＋102,788)

408,181 415,309

➋ 優れた芸術を鑑賞する機会を提供するとともに、裾野を拡大する事業 17事業 36事業 28事業 36事業
➊ 芸術文化を核として、一般の方々の交流・参加する機会を提供する事業 12事業 17事業 9事業 17事業

➍ 地元芸術家等の紹介及び活動を支援する振興事業 16事業 22事業 16事業 20事業
➌ トレーニングや発表の場等の提供による人材育成事業 12事業 25事業 15事業 25事業

➏
➎ 利用促進のためのサービス向上、営業、広報活動事業 9事業 9事業 8事業 9事業

80
➋ 総利用者数　（人） 123,761 580,000 198,699 456,000

⑶成果指標 R2年度実績 R3年度目標 R3年度実績 R4年度目標
➊ 大ホール利用率　（％） 41 80 55

➍
➌ 利用者アンケート結果（％）（施設、職員対応等が「普通」以上の割合） 87 92 92 92

➏
➎

要改善

　コロナ禍に起因する施設利用キャンセル料の補填による指定管理費の増加や、主催事業の縮小による
支出減等のため収支がプラスとなっている。例年規模の事業を実施する場合においても収支を良好に保
てるよう、引き続き施設の稼働率向上や収入確保に向けた取組が必要である。

□ 出ていない

　前年度に引き続き、コロナ禍の影響で多くの主催事業に影響が出たところだが、中止となったワーク
ショップについてオンラインを活用した代替事業を実施するなど、文化芸術体験の場を継続的に提供し
ていることは評価できる。利用者からの声については、仕様書の要求水準である80％を超えており、適
切な運営がなされていると評価できるが、アンケート回答数が少ないことが課題として挙げられるた
め、今以上の幅広い意見の集約が必要である。施設の利用については、例年の水準には至っていないも
のの、前年度に比べ、ホール利用率、利用者数ともに回復傾向にあるため、今後も感染症対策を徹底
し、利用者が安心して使用できる施設運営に努められたい。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は □ 十分出ている ■ 高める余地あり

(公財)札幌市芸術文化財団



１．事業概要

（2）カルチャーナイト2021～地下迷宮からの招待状【オンライン】
（3）市民ギャラリーウインターコンサート

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

事業評価 （ 4 ） 札幌市民ギャラリーの管理・運営事業

事業所管課： 市民文化局文化部文化振興課 担当： 河野 電話： 211-2261

　（6）市民ギャラリー開館40周年記念事業
　　カタチがテーマの絵画公募展「〇展」【オンライン併用】　など

（1）市民ギャラリー美術映画会

（4）市民ギャラリー子ども映画会
（5）市民ギャラリー手づくり作品市場

⑵事業目的
展覧会、展示会のための会場として市民の使用に供すること及び各種事業を行うことで、本市の
文化芸術の振興に寄与することを目的とする。

⑶事業開始 昭和57年(1982年)２月28日

⑴事業内容

① 施設の管理運営 市指定管理費(非公募) 85,759
② 主催事業

77,739 85,759 (＋8,020)
7,443 17,068 (＋9,625)

853 0 (▲ 853)
0 0 (0)

2.6 2.7

(＋8,709)
85,419 97,114 (＋11,695)

自主事業収入（補助金除く） 541 759 (＋218)
65 143 (＋78)

98.00% 106.81% (＋8.81%)
⑵活動指標 R2年度実績 R3年度目標 R3年度実績 R4年度目標

2,986 0 (▲ 2,986)
▲ 1,764 6,615 (＋8,379)

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 R2年度 R3年度 （前年比）
86,641 103,729 (＋17,088)

88,405 97,114

➋ 優れた芸術を鑑賞する機会を提供するとともに、裾野を拡大する事業 6事業 9事業 8事業 9事業
➊ 芸術文化を核として、一般の方々の交流・参加する機会を提供する事業 3事業 5事業 3事業 2事業

➍ 地元芸術家等の紹介及び活動を支援する振興事業 1事業 4事業 3事業 3事業
➌ トレーニングや発表の場等の提供による人材育成事業 3事業 5事業 4事業 3事業

➏
➎ 利用促進のためのサービス向上、営業、広報活動事業 1事業 1事業 2事業 2事業

85
➋ 入場者数（人） 38,225 135,000 81,822 81,000

⑶成果指標 R2年度実績 R3年度目標 R3年度実績 R4年度目標
➊ 展示室の利用率（％） 37 85 73

➍
➌ 利用者アンケート結果（％）（施設、職員対応等が「普通」以上の割合） 96 93 96 93

➏
➎

要改善

コロナ禍の影響により利用料金収入が例年と比較して低調であるものの、前年度よりも大きく改善して
いる。キャンセル料金の補填のための指定管理費の増により黒字となっているが、引き続き貸館利用の
促進により利用料金収入を確保することで、安定した収支の継続に努められたい。

□ 出ていない

コロナ禍の影響によりいくつかの事業が中止となっているが、規模縮小等により可能な限り実施してお
り、オンラインによる動画公開を併せて実施するなど、継続的な鑑賞機会の提供を行っている。また、
利用件数等については前年度よりも回復傾向ではあるものの、依然としてコロナ禍の影響を受けてお
り、例年と比較して低調であるが、空き状況の共有等、積極的な営業を行い、利用件数増に努めてい
る。今後も利用者が安心して利用できるよう感染症対策を徹底し、市民が文化芸術に親しむ機会の提供
を継続することを期待する。さらに、新たな施設利用者の獲得につながる事業の実施により、利用客固
定化の改善にも努められたい。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は ■ 良好 □ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は □ 十分出ている ■ 高める余地あり

(公財)札幌市芸術文化財団



１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

事業評価 （ 5 ） 札幌市民交流プラザの管理運営事業

事業所管課： 市民文化局文化部文化振興課 担当： 河野 電話： 211-2261

(1) 創造事業
(2) 鑑賞事業

⑴事業内容

① 施設の管理運営 市指定管理費(非公募) 1,189,542

② 主催事業 市補助金 5,000
１ 札幌文化芸術劇に関する事業 市負担金 10,714

２ 札幌文化芸術交流センターに関する事業
(1) 文化芸術の普及・発信、にぎわい創出事業

(3) 普及・育成事業
(4) 交流事業

３ 広報・利用促進に関する事業
(1) 広報

(2) 文化芸術活動支援事業
(3) 文化芸術に関する調査研究事業

⑵事業目的
舞台芸術、音楽、美術等の企画、制作及び実施等を通じて、文化芸術活動及び生涯学習の振興と
人々の来訪及び交流の促進を図ることにより、市民の創造性を育むとともに、市民生活の質の向
上と地域のにぎわいの創出に寄与することを目的とする。

⑶事業開始 平成28年（2016年）4月1日

1,088,567 1,189,542 (＋100,975)
91,910 200,343 (＋108,433)

5,832 15,714 (＋9,882)
0 0 (0)

42.0 41.3

(＋23,598)
1,257,799 1,289,584 (＋31,785)

自主事業収入（補助金除く） 20,254 8,420 (▲ 11,834)
181,357 176,066 (▲ 5,291)

104.54% 117.67% (＋13.14%)
⑵活動指標 R2年度実績 R3年度目標 R3年度実績 R4年度目標

69,888 61,701 (▲ 8,187)
60,233 238,800 (＋178,567)

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目 R2年度 R3年度 （前年比）
1,387,920 1,590,085 (＋202,165)

1,327,687 1,351,285

➋ 優れた芸術を鑑賞する機会を提供するとともに、裾野を拡大する事業 81事業 37事業 76事業 59事業
➊ 芸術文化を核として、一般の方々の交流・参加する機会を提供する事業 15事業 3事業 6事業 5事業

➍ 地元芸術家等の紹介及び活動を支援する振興事業 28事業 11事業 26事業 17事業
➌ トレーニングや発表の場等の提供による人材育成事業 34事業 7事業 22事業 11事業

➏
➎ 利用促進のためのサービス向上、営業、広報活動事業 17事業 15事業 11事業 11事業

80
➋ 札幌文化芸術交流センター利用率（％） 65 75 63 75

⑶成果指標 R2年度実績 R3年度目標 R3年度実績 R4年度目標
➊ 札幌文化芸術劇場ホール利用率（％） 58 80 80

➍ 利用者アンケート結果（％）（施設、職員対応等が「普通」以上の割合） 96 80 95 80
➌ 来館者数（図書・情報館含む） 630,647 1,200,000 752,003 1,200,000

➏
➎

要改善

 コロナ禍による施設利用制限はあったものの、公演の収容人数制限の緩和等により公演実施件数が増
え、貸室稼働率が上昇したことにより、施設利用料金収入が増加した。目標を達成している劇場の利用
率については今後も高水準を維持するとともに、目標未達であるセンターの利用率向上による事業収入
増に努めていただきたい。

□ 出ていない

　R2年度に引き続き、主催事業の中止等がありながらも、事業数の活動指標について概ね達成してお
り、市民が文化芸術に触れる機会を提供し、地域のにぎわいを創出しているという点について評価でき
る。また、アンケート結果からも、利用者が高い満足度を感じていることが確認でき、市民生活の質の
向上に寄与していることについて高く評価できる。
　今後は、貸室予約方法の改善等、施設の利便性向上により一層努め、来館者数増加に向けて取り組ま
れたい。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

事業目的に対して事業の効果は □ 十分出ている ■ 高める余地あり

(公財)札幌市芸術文化財団








